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プール
プールは、ハードウェアリソースを一意に識別するための基本的な構成要素です。これらは

UCS管理モデルの基盤を形成し、アップストリーム LANまたは SANに対して同じ IDとプレ
ゼンテーションを維持しながら、サーバープロファイルとブレードサーバーの関連付けを可

能にします。

プールは、リソースプールとアイデンティティ（ID）プールに分類されます。

プールテーブルビューを使用すると、サーバープールの使用率をモニターし、使用可能 ID
および使用済み IDを追跡し、プールの容量と割り当てに関して情報に基づいた決定を行うこ
とができます。

リソースプール
リソースプールは、Intersightで管理される同種のリソースの集合です。リソースプールを使
用すると、サーバープロファイルなどの特定の Intersight機能のリソースの使用率を管理でき
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ます。現在、Intersightは、リソースプールのリソースとしてサーバータイプのみをサポート
しています。

現在、Cisco Intersightは、リソースとしてのサーバーの追加のみをサポートしています。リソー
スプールを使用すると、リソース（サーバ）をより効率的に論理的にグループ化し、管理する

ことができます。サーバーをリソースプールに割り当て、サーバープロファイルの自動割り

当てを続行できます。

リソースプールを使用したサーバープロファイルの関連付けの詳細については、「サーバー

プロファイルの構成」を参照してください。

（注）

リソースプールの作成

リソースプールは、サーバープロファイルなどの設定エンティティに割り当てることができ

るリソースアドレスの集合を表します。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで、[プールの作成（CreatePools）]> [リソース（Resource）]> [開始（Start）]
をクリックします。

[リソースプール（Resource Pool）]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [全般（Genera）l]ページで次の情報を追加します。

• [組織（Organization）]：リソースプールの組織。

• [名前（Name）]：リソースプールの名前。

• [ターゲットプラットフォーム（Target Platform）]：UCSスタンドアロンサーバーまたは UCS FIア
タッチサーバーとしてのターゲットプラットフォームタイプ。

• [セットタグ（Set Tags）]：リソースプールを識別して検索するためのタグ。

• [説明（Description）]：リソースプールの説明。

ステップ 3 [次へ（Next)]をクリックします。[リソースプールの詳細（Resource Pool Details）]ページに、ターゲット
プラットフォームタイプに基づいて検出されたサーバーのリストが表示されます。

ステップ 4 [リソース選択（Resource Selection）]テーブルからサーバーを選択します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成されたリソースプールがリソースプールのリストに表示されます。

プールの設定

2

プールの設定

リソースプールの作成

https://www-author3.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/b_Intersight_Managed_Mode_Configuration_Guide/b_intersight_managed_mode_guide_chapter_0100.html
https://www-author3.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/b_Intersight_Managed_Mode_Configuration_Guide/b_intersight_managed_mode_guide_chapter_0100.html


リソースプールの詳細

[詳細（Details）] -リソースプールの詳細を表示します。

[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

[詳細（Details）]

リソースプールの名前を表示します。[名前（Name）]

プールのタイプを表示します。[タイプ（Type）]

リソースプールに含まれるリソースの総数を

表示します。

[サイズ（サイズ）]

使用済みで使用できないリソースの数を表示

します。

[使用済み（Used）]

使用可能なリソースプールの数を表示します。[応答可能（Available）]

リソースプールが最後に更新された日時。[最終更新日（Last Updated on）]

リソース

リソースプールのタイプを表示します。

現在、Intersightは、リソースプー
ルのリソースとしてサーバータイ

プのみをサポートしています。

（注）

タイプ（Type）

リソースプールの選択タイプを表示します。

現在、手動（静的）選択のみがサポートされ

ています。

選択項目

ターゲット名を表示します。これには、次の

いずれかがあり得ます。

•スタンドアロン

• FI接続

ターゲットプラットフォーム

リソースプールの説明。説明

リソースプールが作成される組織を表示しま

す

[組織（Organization）]

コンフィギュレーション

リソースプールの構成プロパティは、関連付けられているリソースタイプによっ

て異なります。

（注）

プールの設定

3

プールの設定

リソースプールの詳細



[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

リソースの状態を表示します。次のいずれか

が考えられます。

• [使用可能（Available）] —リソースが使
用可能であることを示します。

• [使用済み（Used）] —リソースがリソー
スプールですでに使用されていることを

示します。

ステータス（Status）

[使用（Usage）]

リソース名を表示します。リソース名（Resource Name）

構成エンティティを表示します。

リソースはさまざまなプールの一

部にすることができますが、1つ
のリースエンティティにのみ関連

付けることができます。

（注）

リースエンティティ

リソースのコンシューマーを表示します。例、

サーバープロファイル。

使用例

リソース消費タイプを表示します。次のタイ

プがあります。

•現在（Current）—リソースは、現在の
リソースプールに関連付けられて使用さ

れています。

•他のプール（Other Pool）—リソースは
他のプールに関連付けられて使用されて

います。

•直接（Direct）—リソースは、リソース
プールを使用せずにサーバープロファイ

ルに直接関連付けられます。

リソース使用状況

リソースプールの編集オプションを使用する際、リースがアクティブであるリソースはリソー

スプールから削除できません。

（注）
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IDプール
•

プールの割り当て
複数の割り当て反復で一貫した反復可能な ID割り当てを確保するために、プール割り当ての
反復中に使用可能な最小の IDが順番に割り当てられます。

たとえば、IDの範囲が 1～ 20のプールがあるとします。次の表では、IDの割り当てと再割り
当ての反復について説明します。

動作使用例

1～ 5個の IDが割り当てられます。プールから 5つの IDが要求されま
す

1～ 5個の IDがリリースされます1～ 5個の IDがリリースされます

1～ 5個の IDが割り当てられます。プールから 5つのIDが要求されます

一部の IDが組織の異なるプール間で共有される、重複するプールを持つことができます。ID
はアカウント全体で一意であるため、異なる組織で使用されているかどうかにかかわらず、ID
が 1つのプールで使用されている場合は、使用されているすべてのプールでも [使用済み
（Used）]としてマークされます。プールテーブル表示には、割り当てられた IDの概要が表
示され、組織全体のプールの ID使用状況を追跡できます。[プールテーブル表示（Pools Table
View）]の [ソース（Source）]列は、IDが割り当てられているプールを示します。IDが現在
のプールから割り当てられている場合、[ソース（Source）]列は [セルフ（Self）]としてマー
クされます。IDが別のプールから割り当てられている場合、[ソース（Source）]列は [その他
（Other）]とマークされます。

プールの削除
IDが割り当てられていない組織内のプールまたはアドレスブロックを削除できます。別の組
織のプールの割り当てには影響しません。

ステップ 1 IDが現在サーバプロファイルに関連付けられていないことを確認します。

a) [プールテーブル表示（Pools Table View）]で、[ソース（Source）]列を確認してプールの使用状況を
分析します。

b) [ソース（Source）]が [その他（Other）]とマークされている場合は、重複する他のプールから割り当
てられている IDの削除に進むことができます。
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c) Source = Selfとしてマークされたプールは、いずれかのプロファイルで使用されているため削除でき
ないため、削除しないでください。

ステップ 2 [削除（Delete）]をクリックします。

IPプール
IPプールは、特定のネットワーク内の IPアドレスのシーケンシャル範囲です。複数のプール
を設定できます。各プールに優先順位を設定し、グループに割り当てることができます。IPア
ドレスは、単一のプールまたはプールのグループから動的に割り当てることができます。IPア
ドレスの割り当てには、Least Recently Used（LRU）方式が使用されます。各プールでは、ア
ドレスはキューに配置されます。割り当て時には、キューの先頭のアドレスが割り当てられ、

リリースされたアドレスはキューの最後に配置されます。IPプールは VRF対応です。IPプー
ルは、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方をサポートします。

IPプールの作成
IPプールは、サーバプロファイルなどの設定エンティティに割り当てることができる IPアド
レスの集合を表します。IPv4プールまたは IPv6プール、あるいは両方を作成できます。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで、[プールの作成（Create Pools）] > [IP] > [開始（Start）]をクリックしま
す。

[IP Pool]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [General]ページで次の情報を追加します。

• [Organization]：IPプールの組織。
• [Name]：IPプールの名前。
• [Add Tag]：IPプールを識別して検索するためのタグ。
• [Description]：IPプールの説明。

ステップ 3 [次へ（Next)]をクリックします。[IPv4プールの詳細（IPv4 Pool Details）]ページが表示されます。

a) [設定（Configuration）]領域で、IPv4プールに関する次の設定情報を追加します。

• [IPv4プールの設定（Configure IPv4 Pool）]：IPv6プールを設定する前に IPv4プールを設定するには、
このオプションを有効にします。

• [ネットマスク（Netmask）]：IPプールに関連付けられたネットマスク。
• [ゲートウェイ（Gateway）]：IPプールのゲートウェイの IPアドレス。

IPプールを IMCアクセスポリシーに使用する場合は、IPプールで指定されたゲートウェ
イ IPアドレスに Cisco IMCへの接続があることを確認してください。

（注）
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• [プライマリDNS（Primary DNS）]：この IPアドレスのブロックがアクセスする最初のDNSサーバで
す。

• [セカンダリDNS（Secondary DNS）]：この IPアドレスのブロックがアクセスする 2番目のDNSサー
バです。

a) [IPブロック（IP Blocks）]領域に次の設定情報を追加します。

• [From]：ブロック内の IPアドレスを示します。
• [サイズ（Size）]：このブロックが保持できる識別子の数を示します。

• [追加（+）（Add（+））]：新しいブロックに開始 IPアドレスと IPアドレスの総数を追加できます。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。[IPv6 Pool Details（IPv4プールの詳細）]ページが表示されます。

a) [設定（Configuration）]領域で、IPv6プールに関する次の設定情報を追加します。

• [プレフィックス（Prefix）]：IPプールに関連付けられたプレフィックス。
• [ゲートウェイ（Gateway）]：IPプールのゲートウェイの IPアドレス。

IPプールを IMCアクセスポリシーに使用する場合は、IPプールで指定されたゲートウェ
イ IPアドレスに Cisco IMCへの接続があることを確認してください。

（注）

• [プライマリDNS（Primary DNS）]：この IPアドレスのブロックがアクセスする最初のDNSサーバで
す。

• [セカンダリDNS（Secondary DNS）]：この IPアドレスのブロックがアクセスする 2番目のDNSサー
バです。

a) [IPブロック（IP Blocks）]領域に次の設定情報を追加します。

• [From]：ブロック内の IPアドレスを示します。
• [サイズ（Size）]：このブロックが保持できる識別子の数を示します。

• [追加（+）（Add（+））]：新しいブロックに開始 IPアドレスと IPアドレスの総数を追加できます。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成された IPプールが IPプールのリストに表示されます。

IPプールの詳細

詳細

IPプールのリストを表示します。

基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

[詳細（Details）]

IPプールの名前を表示します。[名前（Name）]

プールのタイプを表示します。[タイプ（Type）]
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

IPプールに含まれる IDの総数を表示します。[サイズ（サイズ）]

使用されて使用できなくなった IPプール内の
識別子の総数を表示します。

[使用済み（Used）]

後で使用するために予約されている IPプール
内の識別子の総数を表示します。

予約済み

使用可能な IPプール内の識別子の総数を表示
します。

応対可

IPプールの説明。[説明（Description）]

IPプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

[デフォルト（Default）]組織のユーザは、ユー
ザアカウントで使用可能なすべてのリソース

にアクセスできます。

[組織（Organization）]

設定

サブネットマスク、デフォルトゲートウェ

イ、プライマリDNS、セカンダリDNSなど、
プールの IPv4の詳細を表示します。

IPv4

プレフィックス、デフォルトゲートウェイ、

プライマリDNS、セカンダリDNSなど、プー
ルの IPv6の詳細を表示します。

IPv6

プールの開始 IPを表示します。

Cisco Intersightは、IDを順番に選
択します。つまり、プールから使

用可能な最も低い IDを選択しま
す。

Note

移行前

ブロックサイズの範囲を表示します。

この値は、IPプールサイズプロ
パティに依存します。

Note

移行後

IPプールサイズを表示します。[サイズ（Size）]

使用量
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

IPアドレス、VRFインスタンス、使用状況
（予約済みまたは使用済み）、および関連す

るサーバープロファイルを表示します。

ソース（Source）はセルフ（Self）またはそ
の他（Other）にできます。ここで、セルフ
（Self）はこのプールによって使用または予
約されている IDであり、その他（Other）は
静的にまたは別のプールによって使用または

予約されている IDです。

IP、VRF、サーバープロファイル、および
ソース

[アクション（Actions）]

IPプールの設定の詳細を追加または変更でき
ます。

[編集（Edit）]

IPプールを削除できます。[削除（Delete）]

MACプール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環
境では一意で、サーバのvNICに割り当てることができます。サーバプロファイルでMACプー
ルを使用する場合は、サーバプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICを LAN接続ポリシーに追加すると同時に
MACプールを含める必要があります。その後、LAN接続ポリシーは、そのサーバに割り当て
られたサーバプロファイルに取り込まれます。

MACプールの作成
MACプールは、サーバプロファイルの vNICに割り当てることができるMACアドレスの集
合を表します。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで [プール（Pools）] > [MAC] > [MACプールの作成（Create MAC Pool）]を
クリックします。

[MAC Pool]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [General]ページで次の情報を追加します。

• [Name]：MACプールの名前
• DescriptionMACプールの説明。
• Organization：MACプールが属する組織。
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• [タグの追加（Add Tag）]：MACプールを識別して検索するためのタグ。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。[プール詳細（User Details）]ページが表示されます。

ステップ 4 [MAC Blocks]領域に次の設定情報を追加します。

• [From]：ブロック内の最初のMACアドレスを示します。
• [Size]：ブロック内のMACアドレスの数。

ステップ 5 ブロックを追加するには、[+]をクリックして、新しいブロックの開始MACアドレスとMACアドレスの
総数を追加します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成されたMACプールがMACプールのリストに表示されます。

MACプールの詳細

詳細

MACプールのリストを表示します。

基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

MACプールの名前。[名前（Name）]

プール内のMACアドレスの数。[サイズ（Size）]

プール内の使用済みのため使用不可能なMAC
アドレスの数。

[使用済み（Used）]

後で使用するために予約されているMACプー
ル内の識別子の総数を表示します。

予約済み

使用可能なMACプール内の識別子の総数を表
示します。

応対可

MACプールの説明。[説明（Description）]

MACプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

設定

プールのMACプレフィックス値を表示しま
す。

Cisco Intersightは、IDを順番に選
択します。つまり、プールから使

用可能な最も低い IDを選択しま
す。

Note

移行前

プールの設定
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

プールのMACサフィックス値を表示します。移行後

MACプールサイズを表示します。[サイズ（Size）]

使用量

MACアドレス、使用状況（予約済みまたは使
用済み）、および関連するサーバープロファ

イルを表示します。

ソース（Source）はセルフ（Self）またはそ
の他（Other）にできます。ここで、セルフ
（Self）はこのプールによって使用または予
約されている IDであり、その他（Other）は
静的にまたは別のプールによって使用または

予約されている IDです。

MACアドレス、ステータス、サーバープロ
ファイルおよびソース（MAC Address, Status,
Server Profile, and Source）]

[アクション（Actions）]

MACプールの設定の詳細を追加または変更で
きます。

[編集（Edit）]

MACプールを削除できます。削除

UUIDプール
Universally Unique Identifier (UUID)プールは、サーバーに割り当てられる UUIDのコレクショ
ンです。UUIDのプレフィックスとサフィックスは可変値です。UUIDプールは、特定のプー
ルを使用するサーバープロファイルに関連づけられた各サーバーについて、これらの変数が一

意であることを保証して競合を回避します。
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•サポートされているサーバーと、UUIDプールに必要な最小ファームウェアまたは Cisco
IMCバージョンを以下に示します。

ファームウェアの最小バージョンサーバ

4.2(1b)Cisco UCS-B200-M5、UCS-B480-M5、Cisco
UCS UCS-B200-M6

4.2(1b)Cisco UCS-C220-M6、UCS-C240-M6

4.2(1i)Cisco UCS-C225-M6、UCS-C245-M6

5.0(1a)Cisco UCSX-210C-M6

• UUIDプールを使用したサーバープロファイルの関連付けの詳細については、「サーバー
プロファイルの構成」を参照してください。

（注）

UUIDプールの作成
UUIDプールは、サーバープロファイルに割り当てることができる UUIDアイテムのコレク
ションを表します。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで [プール（Pools）] > [UUID] > [UUIDプールの作成（Create UUID Pool）]
をクリックします。

[UUIDプール(UUID Pool)]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [全般（Genera）l]ページで次の情報を追加します。

• [組織（Organization）]：UUIDプールが属する組織。
• [名前（Name）]：UUIDプールの名前。
• [セットタグ（Set Tags）]：UUIDプールの識別と検索のためのオプションのタグ。
• [説明（Description）]：UUUDプールのオプションの説明。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。[プール詳細（User Details）]ページが表示されます。

ステップ 4 [構成（Configuration）]セクションで、UUIDプレフィックス番号を 16進形式で追加します。例、
1728E8C7-7B40-47E8

ステップ 5 [UUIDブロック（UUID Blocks）]セクションで、次の構成の詳細を追加します。

• [開始（From）]：ブロックのUUIDサフィックス番号を16進形式で示します。例、9EDE-0E52924AC87A
• [サイズ（Size）]：このブロックの UUID識別子の数を示します。範囲は 1～ 1000です。

ステップ 6 さらにブロックを追加するには、[+]をクリックし、開始UUIDサフィックスとUUID識別子の総数を新し
いブロックに追加します。

プールの設定
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ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成された UUIDプールが UUIDプールのリストに表示されます。

UUIDプールの詳細

詳細

UUIDプールのリストを表示します。

基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

[詳細（Details）]

UUIDプールの名前を表示します。[名前（Name）]

プールのタイプを表示します。[タイプ（Type）]

UUIDプールに含まれる IDの総数を表示しま
す。

[サイズ（サイズ）]

プールから既に使用されている UUIDの数を
表示します。

[使用済み（Used）]

後で使用するために予約されている UUIDの
総数を表示します。

予約済み

使用可能な UUIDの数を表示します。[応答可能（Available）]

UUIDプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

UUIDプールの説明。説明

UUIDプールが作成される組織を表示します。[組織（Organization）]

コンフィギュレーション

プールの UUIDプレフィックス値を表示しま
す。

UUIDプレフィクス

プールのUUIDサフィックス値を表示します。

Cisco Intersightは、IDを順番に選
択します。つまり、プールから使

用可能な最も低い IDを選択しま
す。

Note

[先頭（From）]

プールの設定
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

ブロックサイズの範囲を表示します。

この値は、UUIDプールサイズプ
ロパティに依存します。

Note

移行後

UUIDプールサイズを表示します。[サイズ（Size）]

使用量

サーバープロファイルに割り当てられた

UUID、使用状況（予約済みまたは使用済
み）、および関連するサーバープロファイル

を表示します。

ソース（Source）はセルフ（Self）またはそ
の他（Other）にできます。ここで、セルフ
（Self）はこのプールによって使用または予
約されている IDであり、その他（Other）は
静的にまたは別のプールによって使用または

予約されている IDです。

UUID、ステータス、サーバープロファイル、
およびソース

WWNプール
World Wide Name（WWN）プールは、Cisco UCSドメイン内のファイバチャネル vHBAで使用
されるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

•サーバに割り当てられるWWノード名

•サーバに割り当てられるWWポート名

WWN IDは、WWPNおよびWWNNプール間で再利用できません。SANファブリックでCisco
UCSWWNNとWWPNを確実に一意にするために、Cisco Intersightでは、プールのすべてのブ
ロックにWWNプレフィックス20:00:00:25:B5:xx:xx:xxを使用します。

（注）

サーバプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サーバプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装する
システムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。WWN
をブロック単位でプールに割り当てます。

プールの設定
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WWNNプール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サーバプロファイルにWWNN
のプールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられ
ます。

WWPNプール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サーバプロファイルにWWPN
プールを含めると、関連付けられているサーバの各 vHBAのポートには、そのプールから
WWPNが割り当てられます。

WWNNプールの作成
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするために、Cisco Intersight
では、プールのすべてのブロックにWWNプレフィックス20:00:00:25:B5:xx:xx:xxを使用しま
す。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで、[プール（Pools）] > [WWNN] > [WWNNプールの作成（WWNN Pool）]
をクリックします。

[WWNN Pool]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [General]ページで次の情報を追加します。

• Name：WWNNプールの名前
• DescriptionWWNNプールの説明。
• Organization：WWNNプールが属する組織のオプションエントリ。
• [タグの追加（Add Tag）]：WWNNプールを識別して検索するためのタグ。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。[プール詳細（User Details）]ページが表示されます。

ステップ 4 [イニシエータブロック（Initiator Blocks）]領域に次の設定情報を追加します。

• [開始（From）]：ブロックの最初のWWN IDを示します。
• [サイズ（Size）]：ブロックに含めることができる識別子の最大数を示します。

ステップ 5 ブロックを追加するには、[+]をクリックし、ブロックに含めることができる開始WWN IDと IDの最大数
を追加します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成されたWWNNプールがWWNNプールのリストに表示されます。

プールの設定
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WWNNプールの詳細

詳細

WWNNプールのリストを表示します。SANファブリックで Cisco UCS WWNの一意性を確保
するために、20:00:00:25:b5:0:00:01という形のWWNプレフィックスを使用することをお勧め
します。

基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

WWNNプールの名前[名前（Name）]

プール内のWWNNの総数。[サイズ（Size）]

プール内で使用済みのため使用できない

WWNNの数。
[使用済み（Used）]

後で使用するために予約されているプール内

のWWNNの総数を表示します。
予約済み

使用可能なプールハット内のWWNNの総数
を表示します。

応対可

WWNNプールの説明。[説明（Description）]

WWNNプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

設定

プールのWWNNプレフィックス値を表示し
ます。

Cisco Intersightは、IDを順番に選
択します。つまり、プールから使

用可能な最も低い IDを選択しま
す。

Note

移行前

プールのWWNNサフィックス値を表示しま
す。

移行後

WWNNプールサイズを表示します。[サイズ（サイズ）]

Usage

プールの設定
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基本情報（Essential Information）プロパティ（Property）

WWNN、使用状況(予約済みまたは使用済み)、
および関連するサーバープロファイルを表示

します。

ソース（Source）はSelfまたはOtherにできま
す。ここで、 Selfはこのプールによって使用
または予約されている IDであり、Otherは静
的にまたは別のプールによって使用または予

約されている IDです。

識別子、ステータス、サーバープロファイル、

およびソース

[アクション（Actions）]

WWNNプールの構成の詳細を追加または変更
できます。

[編集（Edit）]

WWNNプールを削除できます。削除

WWPNプールの作成
SANファブリックで Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするために、Cisco Intersight
では、プールのすべてのブロックにWWNプレフィックス20:00:00:25:B5:xx:xx:xxを使用しま
す。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで、[プール（Pools）] > [WWNN] > [WWPNプールの作成（WWPN Pool）]
をクリックします。

[WWPNプール（WWPN Pool）]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [全般（Genera）l]ページで次の情報を追加します。

• [名前（Name）]：WWPNプールの名前
• [説明（Description）]：WWPNプールの説明。
• [組織（Organization）]：WWPNプールが属する組織のエントリ（オプション）。
• [タグの追加（Add Tag）]：WWPNプールを識別して検索するためのタグ。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。[プール詳細（User Details）]ページが表示されます。

ステップ 4 [イニシエータブロック（Initiator Blocks）]領域に次の設定情報を追加します。

• [開始（From）]：ブロックの最初のWWN IDを示します。
• [サイズ（Size）]：ブロックに含めることができる識別子の最大数を示します。

ステップ 5 ブロックを追加するには、[+]をクリックし、ブロックに含めることができる開始WWN IDと IDの最大数
を追加します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

プールの設定
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新しく作成されたWWPNプールがWWPNプールのリストに表示されます。

WWPNプールの詳細

詳細

WWPNプールのリストを表示します。SANファブリックで Cisco UCSWWPNの一意性を確保
するために、20:00:00:25:b5:0:00:01という形のWWNプレフィックスを使用することをお勧め
します。

[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの
名前。

[名前（Name）]

プール内のWWPNの総数。[サイズ（サイズ）]

プール内で使用済みのため使用できない

WWPNの数。
[使用済み（Used）]

WWPNプールの説明。[説明（Description）]

WWPNプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

IQNプール
IQNプールは、iSCSI vNICによってイニシエータ IDとして使用される iSCSI修飾名（IQN）
の集合です。IQNプールメンバの形式は、prefix: suffix: numberであり、接頭辞、接尾辞、およ
び番号のブロック（範囲）を指定できます。

IQNプールには、番号の範囲やサフィックスが異なる（ただし、プレフィクスは共通してい
る）複数の IQNブロックを含めることができます。

IQNプールの作成
IQNプールは、イニシエータ IDとして使用される iSCSI修飾名（IQN）の集合です。IQNプー
ルの詳細は、IQN識別子のブロックを設定するために使用されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

[IQNプール（IQN Pool）]ウィザードが表示されま
す。

左側のナビゲーションパネルで、[プールの作成
（Create Pools）] > [IQN] > [開始（Start）]をクリッ
クします。

ステップ 1

プールの設定
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目的コマンドまたはアクション

[全般（Genera）l]ページで次の情報を追加します。ステップ 2

• [組織（Organization）]：IQNプールの組織。
• [名前（Name）]：IQNプールの名前。
• [タグの追加（Add Tag）]：IQNプールを識別し
て検索するためのタグ。

• [説明（Description）]：IQNプールの説明。

[次へ（Next）]をクリックします。[プール詳細
（User Details）]ページが表示されます。

ステップ 3

[設定（Configuration）]領域で、IQNプールに関す
る次の設定情報を追加します。

ステップ 4

• [プレフィックス（Prefix）]：このプール用に作
成された IQNブロックのプレフィックス。IQN
プレフィックスは「iqn-yyyy-mm.<命名機関>」
の形式にする必要があります。通常、命名機関

は、命名機関のインターネットドメインの逆構

文です。例、iqn1.2021-01.alpha.com
• [サフィックス（Suffix）]：IQNのこのブロック
のサフィックス。

1～64文字を入力します。任意の文字や数字、
および次の特殊文字を使用できます：（ピリオ

ド）、:（コロン）、-（ハイフン）。

• [開始（From）：ブロック内の最初の iSCSI
Qualified Name（IQN）サフィックス。

• [サイズ（Size）]：このブロックが保持できる識
別子の数。

新しく作成された IQNプールが IQNプールのリストに表示されます。

IQNプールの詳細

詳細

IQNプールのリストを表示します。

[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

[詳細（Details）]

IQNプールの名前を表示します。[名前（Name）]

プールの設定
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[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

プールのタイプを表示します。[タイプ（Type）]

IQNプールに含まれる識別子の総数を表示し
ます。

[サイズ（サイズ）]

プールから既に使用されている識別子の数を

表示します。

[使用済み（Used）]

後で使用するために予約されている識別子の

総数を表示します。

予約済み

使用可能な識別子の数を表示します。応対可

IQNプールの説明。[説明（Description）]

IQNプールが最後に更新された日時。[最終更新（Last Update）]

[デフォルト（Default）]組織のユーザは、ユー
ザアカウントで使用可能なすべてのリソース

にアクセスできます。

[組織（Organization）]

プールのタグを表示します。[タグ（Tags）]

[設定（Configuration）]

このプール用に作成された IQNブロックのプ
レフィックスを表示します。

[プレフィックス（Prefix）]

この IQNブロックのサフィックスを表示しま
す。

[サフィックス（Suffix）]

ブロック内の最初の接尾辞番号。

Cisco Intersightは、IDを順番に選
択します。つまり、プールから使

用可能な最も低い IDを選択しま
す。

（注）

[先頭（From）]

ブロックが保持できる識別子の数。[保持数（To）]

[使用（Usage）]

プールの設定
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[基本情報（Essential Information）][プロパティ（Property）]

IQNアドレス、使用状況（予約済みまたは使
用済み）、および関連するサーバープロファ

イルを表示します。

Sourceは Selfまたは Otherにできます。ここ
で、 Selfはこのプールによって使用または予
約されている IDであり、Otherは静的にまた
は別のプールによって使用または予約されて

いる IDです。

IQNアドレス、ステータス、サーバープロ
ファイルおよびソース（IQN Address, Status,
Server Profile, and Source）]

[アクション（Actions）]

IQNプールの設定の詳細を追加または変更で
きます。

[編集（Edit）]

IQNプールを削除できます。[削除（Delete）]

予約済みの識別子
IPアドレス、MACアドレス、IQN、UUID、WWNN、およびWWPNは、物理サーバーがサー
バープロファイルから取得する一般的な識別子です。

Intersightは、ポリシー、プロファイル、またはテンプレートを変更するときに、MAC、IQN、
iSCSI IPなどの LAN接続ポリシー（LCP）ID、およびWWPNやWWNNなどの SAN接続ポリ
シー（SCP）識別子を保持するためにベストエフォートを使用します。。

LCPまたは SCPを、重複しない IDを持つ異なるプールにアクセスする新しいポリシーに変更
する場合は、すべての IDが変更されることを想定してください。さらに、新しいプールに使
用可能な正確な IDがない場合は、変更が予想されます。

次のシナリオでは、編集または変更中に IDの保持が期待できます。

• vNICまたは vHBAを LCPまたは SCPに追加する場合。

•ポリシー LCP1/SCP1を、同じプール参照を使用する LCP2/SCP2に変更する場合。

•ポリシーLCP1/SCP1を、異なるプール参照を使用するが、同じ IDが使用可能なLCP2/SCP2
に変更する場合。

•静的識別子を使用するポリシー LCP1/SCP1を、使用可能な同じ IDを持つプール参照を使
用する LCP2/SCP2に変更する場合。

•テンプレート T1からサーバープロファイルを切り離し、同じ IDを使用してサーバープ
ロファイルをテンプレート T2に接続する場合。

•上記のように、サーバープロファイルテンプレートを編集し、LCP1/SCP1を LCP2/SCP2
に変更する場合。
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•既存の LCP/SCPポリシーを編集し、識別子参照を静的から使用可能な同じ IDを持つプー
ルに変更する場合。

アイデンティティ予約

環境間の移行などの目的で、プールから特定の値を選択できるように、割り当ての前にアイデ

ンティティを予約できます。たとえば、Cisco UCSMから IMMなどです。

予約済み識別子のガイドライン

•識別子は、 IMM移行ツール（IMM Transition Tool）を介して、または
https://intersight.com/apidocs/apirefs/macpool/Reservations/model/などの使用可能なプール予
約 APIを使用してのみ予約できます。

•識別子の予約は、ファブリックインターコネクト接続サーバーに対してのみ実行できま
す。

•予約済み識別子は1回限りの使用を目的としており、消費されると予約プールから削除さ
れます。

予約済み IDは、ポリシー（予約済み IDを含む）がサーバープロファイルに接続されたとき、
またはサーバープロファイルが展開されたときに消費されます。

[予約済み識別子（Reserved Identifiers）]タブには、予約済み識別子の値、そのタイプ、およ
び対応するプールメンバーシップのリストが表示されます。割り当てタイプが静的の場合、

プールメンバーシップは空白で表示されます。予約済みの識別子を選択して削除できます。

仮想ルーティングおよび転送
仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）は、同じルータ上で同時に複数のインスタ
ンスのルーティングテーブルを共存させるための IPテクノロジーです。ルーティングインス
タンスが互いに独立しているため、同じ（重複する）IPアドレスを競合することなく使用でき
ます。VRFは、IPアドレス管理用の名前空間を作成します。Cisco Intersightでは、IPプールは
VRFに対応しています。

VRFガイドライン

VRFインスタンスには、次の注意事項と制限が適用されます。

• Intersightは、アカウントのデフォルトVRFを作成し、このデフォルトVRFのコンテキス
ト内で IPアドレスの割り当てを管理します。

•単一の VRFインスタンス内では、各 IPアドレスが一意である必要があります。異なる
VRFインスタンス間では IPアドレスが重複してもかまいません。

• VRFインスタンス間で IPプールを共有する場合は、IPアドレスが重複していないことを
確認してください。
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VRFインスタンスの作成
仮想ルーティングおよびフォワーディング（Virtual Routing and Forwarding、VRF）は、単一の
ネットワークエンティティ内に複数の仮想ネットワークを作成する技術です。

ステップ 1 左側のナビゲーションパネルで、[仮想ルーティングおよびフォワーディング（Virtual Routing And
Forwarding）] > [VRFs] > [VRFの作成（Create VRF）]をクリックします。

[VRF]ウィザードが表示されます。

ステップ 2 [全般（Genera）l]ページで次の情報を追加します。

• [名前（Name）：VRFインスタンスの名前。
• [説明（Description）]：VRFインスタンスの説明（オプション）。
• [組織（Organization）]：VRFインスタンスが属する組織（オプション）。
• [タグの追加（Add Tag）]：VRFプールを識別して検索するためのタグ。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックします。

新しく作成された VRFインスタンスが VRFのリストに表示されます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


